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技術の概要

国の機関 4 件 （九州 0件 、九州以外 4件 ）
自治体 1 件 （九州 0件 、九州以外 1件 ）
民 間 ０ 件 （九州 0件 、九州以外 0件 ）

安全・防災 維持管理 環境 コスト ICT 品質 （該当する分類に〇を付けてください）

河川管理上、河口や河道内の砂州の挙動や樹木の繁茂状況等を広範囲かつ定量的に把握する
ことで効果的な対策の検討が可能となります。しかし、面的な測量を行うと費用が膨大にかかるた
め、継続的な測量は困難という問題がありました。また、地震や土砂崩れによる堤防や道路斜面の
被災時には、迅速な応急復旧活動のため早期に被害状況を把握することが求められます。しかし、
二次災害の発生が懸念されるため現地での測量が困難な場合があります。
そこで、当社では安価で手軽に現地状況を把握できるシステムとして「Photo-IDEA」を開発しまし

た。

本技術は、目標対象物に対して、複数地点から撮影した写真を基に、画像解析により3次元モデ
ルを作成するものです。
既知点（x,y,z）が3点以上あれば、絶対座標をもつ３次元モデルの構築が可能です。さらに、レー

ザープロファイラなどでの測量成果を活用し、災害発生時の変化状況（変位、ボリューム変化など）
を把握することが可能です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書 （様式）

３．技術の効果

①簡単に撮影できる市販のデジタルカメラを用いて、３Dモデルを迅速に構築することができます。
②ターゲット（標的）を用いれば、精度の高い（ミリオーダ）計測が可能です。（ターゲットなしの場合
はセンチオーダの精度計測が可能）
③災害現場に近づかなくても、計測（写真撮影）が可能です。
④計測後も画像が蓄積されていることから、事後検証も引き続き可能です。

４．技術の適用範囲

～河川等の維持管理のために～
■河口・河道内の砂州のモニタリング
■河道内の樹木群のモニタリング
■洪水後における河岸侵食量の把握
～防災・減災・災害復旧のために～
■災害前後の変化状況の早期把握
■斜面崩壊量や堤防沈下量の早期把握

２．技術の内容

５．活用実績
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６．写真・図・表


